
サステナビリティ推進体制

　組織運営および事業実施におけるサステナビリティ推
進を加速すべく、2023年4月に「サステナビリティ推進
室」を設置。10月には最高サステナビリティ責任者
（CSO）およびサステナビリティ推進担当特命審議役を
配置しました。2024年10月からは副理事長がCSOの
役割を担っています。これら体制の下、3本柱に沿って、
全組織的に取り組みを進めています。

組織・事業両面でのさらなる強化

Governance ガバナンス

サステナビリティ委員会

経営理事会

企画部サステナビリティ推進室

●サステナビリティ推進に係る組織全体の方針・戦略
●サステナビリティ推進体制
●事業運営におけるサステナビリティ
●組織運営におけるサステナビリティ
●サステナビリティ推進に係る情報開示

サステナビリティ委員会の審議事項

サステナビリティ推進に係る所掌事項

委員長

委員

●  副理事長

●   関係部担当理事
●  関係事項を委嘱された上級審議役
●  関係部長

サステナビリティ推進

全部署● 総括、基本的または共通的事項に関する企画および立案ならびに総合調整
● 方針および戦略の策定
● 重要課題についての状況の把握、計画、調整および国内外の潮流などの情報収集
● 情報開示の方針策定および調整ならびに公開作業
● リスクの特定および管理に関する助言、対応の調整
● SDGs推進関連業務（国内を中心とする取り組み）
● 気候変動対策などのサステナビリティの主流化促進

●組織の気候変動対応
●ビジネスと人権に係る取り組みの方向性
●気候リスクの特定およびその管理体制
●事業における気候変動対応への中長期的コミットメント方針
●サステナビリティ方針の策定
●生物多様性の主流化
●対内外エンゲージメントの方向性と計画

サステナビリティ委員会

2022年11月に設置されたサステナビリ
ティ委員会は、2023年度に5回開催され、
右の議題を審議し、今後の取り組みの方向
性を確認しました。
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サステナビリティ推進の3本柱（2023-2024年度）

1. 健全な組織を創る（組織のSDGs達成を推進する）

2. 信頼される組織を創る（組織としての責任を果たす）
3. 新しい価値を創る（事業のインパクトを高める）

報告・付議

事務局
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